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１．はじめに
　近年、社会経済も含めた総合的な環境問題への取り組みが世界的に注目されている中、我が国でも2018年に第五次環境基本計画が閣議決定された（環境省、2018）。本計画は持続可能な開発目標（SDGs）の考え方を活用した総合的な計画となっている。注目すべきは地域社会が環境保全を実施しつつ持続可能な経済発展を目指すような地域循環共生圏の創生について述べられてており、地域の自然資源・観光資源の最大限の活用について述べられている点である（環境省、2018）。そこで本研究では我が国において特に持続可能な発展が必要と考えられる日本の本島周辺の離島地域に注目した。そして離島地域における観光客数と地域の自然資源やその他地域の特性との関係性を定量的に分析し、持続可能な地域発展のための観光産業と自然資源の関係について考察する。
２．分析方法

本研究では、地域の特性と観光客数の分析を行うため、日本の本島から離れた離島地域に注目した。離島地域は本島内の地域と比較して、隣接地域間の移動が困難であると考えられる。そのため、自地域の要因以外で観光客数への影響が懸念される隣接地域の要因をある程度コントロールした分析が可能であると考えられるためである。本研究では本島と道路を利用して行き来が出来ない地域を離島地域として分析対象とした。
離島を対象とした分析を実施するため、まず初めに離島地域のデータベースを構築した。はじめに、2005年から2018年までの離島年鑑を入手した。離島年鑑は日本離島センターが毎年公刊しているものであり、各離島の様々なデータが収められている。これら年毎、離島毎のデータを結合して1つのパネル・データを構築した。
構築したパネル・データを用いて回帰分析を行った。左辺の被説明変数には観光客数を表す指標として離島への空路・航路利用客数を、右辺の説明変数には公的に認められている自然公園があるかどうかのダミー変数を用いた。その他にも説明変数には観光客数と関係がありそうな道路整備状況、宿泊施設、人口（離島の規模）といった変数を用いた。
３．分析結果
	表１
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注：括弧内は離島でクラスター化した頑健標準誤差
※*、**、***はそれぞれ10%、5%、1%水準で有意


表1に推定結果を示す。モデル１からモデル４はすべて左辺の被説明変数を対数観光客数とて固定効果法によって推定した分析結果となっている。まず、自然公園の係数はすべてのモデルにおいて5%水準で有意である。つまり、離島に公的に指定された自然公園が存在することによって、観光客が増加する可能性がある。規格改良済道路延長は、10%水準で有意に負の結果が得られた。離島において観光客数を増やすためには道路整備などの適切な社会基盤の整備が必要であるという予測に反するが、これは観光客の誘致が、社会資本の整備のみで成り立つわけでは無いためであると考えられる。また、空港ダミーに関しても、有意な結果が得られなかった。離島の規模をとらえるためにもちいた人口や第三次産業人口指数に関しても有意な結果は得られなかった。宿泊能力については、全てのモデルにおいて1%水準で有意に正の結果が得られた。
４．結論
　本研究では、離島の環境客数と自然資源との関係を明らかにするため、回帰分析の手法も用いて推定を行った。分析の結果、観光客数と自然公園の存在には正の有意性が示された。このことから、離島における持続可能な発展のためには、観光と自然資源の保全の調和が重要である可能性が示された。
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